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News Release 

2025 年 7 月 22 日  
株式会社プロテリアル 

 
EV 駆動モーター用高性能重希土類フリーネオジム焼結磁石を開発 

 
 

株式会社プロテリアル（以下、プロテリアル）は、重希土類を全く使用せず、EV(電気自動車)の駆動用

モーターにも使用可能な高残留磁束密度（Br）*1と高保磁力（HcJ）*2を両立した高性能重希土類フリーネオジ

ム焼結磁石を開発しました。本製品の高い磁気特性により、重希土類の資源枯渇リスクを回避するととも

に、モーターの高トルク化や小型化、高効率化による省エネルギー、CO2排出量削減に貢献します。 
 

 
ネオジム焼結磁石NEOMAXⓇ（イメージ） 

 
１．背景 
 
世界的なカーボンニュートラルの潮流により、自動車や航空機の電動化が急速に進められています。こ

れらの用途で使用されるモーターは、100℃以上の高温にさらされるため、モーター部品として使用される

磁石にも高耐熱性が求められます。モーターの高トルク化や小型化には高い磁気特性を持つネオジム焼結

磁石が適しますが、耐熱性を向上させるために重希土類*3 を添加する必要があります。しかし、重希土類は

軽希土類に対して埋蔵量が少ないことから、需要の拡大が見込まれる中で、価格が大きく変動しやすいこ

とや、資源枯渇リスクが高いことが課題となっています。そのため、重希土類使用量削減や不使用（フリー）

化のニーズが年々高まっています。 
 
２．概要 

 
プロテリアルは、これまでも重希土類を使用せずに耐熱性を高めた重希土類フリーネオジム焼結磁石の

開発、量産を行ってきました。今回、高まるニーズに対応するため、当社独自の組織・組成制御技術により、

残留磁束密度（Br）と保磁力（HcJ）を飛躍的に向上させた EV 駆動モーターに使用可能な高性能重希土類フ

リーネオジム焼結磁石 NMX™-F1SH-HF 材、NMX-G1NH-HF 材の開発に成功しました。 
NMX-F1SH-HF 材は、電動パワーステアリングやコンプレッサー等に加え、駆動用モーターにも使用可能

な Br=1.40T、HcJ≧1671kA/m の磁気特性を有し、既に量産工場での試作サンプルの提供を始めています。 
また、NMX-G1NH-HF 材は高トルク高耐熱が必要な駆動用モーターにも使える重希土類フリー材であり、

100℃以上の環境において使用できる Br=1.42T、HcJ≧1830kA/m の磁気特性を研究所設備にて達成しました。

今後、量産性を検証し、2026 年 4 月には量産工場での試作サンプル対応が可能になる予定です。 
  

http://www.proterial.com/
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３．プロテリアルの省重希土類技術、重希土類フリー技術 
 
プロテリアルは、ネオジム焼結磁石分野のトップ企業として、長年にわたる研究開発の結果、世界中で

600 を超えるネオジム焼結磁石の特許、日本で 200 を超える特許のポートフォリオを構築し、ネオジム焼結

磁石 NEOMAXⓇとして製造・販売を行っています。近年は特に重希土類フリーの最強のネオジム焼結磁石

を世に出したいという強い思いから、省重希土類技術の開発と並行して、重希土類フリー技術の開発およ

び特許出願に注力し、特許のポートフォリオを強化しています。 
図は、プロテリアルの高性能重希土類フリーネオジム焼結磁石の磁気特性マップです。第 1 世代の NMX-

S49F 材に対して、当社独自の製法による不純物コントロールと組成・プロセスの最適化により、HcJと Brを

飛躍的に向上させた新開発の高性能重希土類フリー磁石が、今回、開発に成功した NMX-F1SH-HF 材と

NMX-G1NH-HF 材です。 
NMX-F1SH-HF 材は、電動パワーステアリングやコンプレッサー等に加え、駆動用モーターにも使用可能

な Br=1.40T、HcJ≧1671kA/m の磁気特性を有しています。さらに、NMX-G1NH-HF 材は高トルク高耐熱が

必要な駆動用モーターにも使える重希土類フリー材を開発してほしいという強いニーズにお応えした

Br=1.42T、HcJ≧1830kA/m の磁気特性を研究所設備にて達成しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図. 高性能重希土類フリーネオジム焼結磁石の磁気特性マップ 

 
４．モーター材料の総合メーカーとして 

 
プロテリアルは、ネオジム磁石だけでなく、資源リスクが比較的小さくコストパフォーマンスに優れたフェ

ライト磁石 NMFⓇの製造・販売も行っています。また、モーターの高性能・高効率化につながる材料として、

コア（鉄芯）用アモルファス金属、エナメル線、磁性楔などを取りそろえるモーター材料の総合メーカーです。

モーターに関するお客さまの課題解決のため、さまざまなモーター材料を供給し続けていきます。 
以上 

【報道機関からのお問い合わせ】 コミュニケーション部 担当 南 TEL 050-3664-9519 
【お客さまからのお問い合わせ】 お問い合わせフォーム 

https://www.cntct.proterial.com/contact/publish/inquiry?g=01&c=012 
 
注：本資料に記載の特性値は代表的な値であり保証値とは異なります。 
*1. 残留磁束密度（Br）：磁石の持つ磁力の強さの指標で、高いほどモーターを高トルク化、小型化できる。 
*2. 保磁力（HcJ）：磁石の減磁しにくさの指標で、高いほど高温環境まで使用できる。 
*3. 重希土類：希土類元素のうち、テルビウム(Tb)やジスプロシウム(Dy)を含む原子量が大きいもの。  

http://www.proterial.com/
https://www.cntct.proterial.com/contact/publish/inquiry?g=01&c=012
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（ご参考） 

 
表．プロテリアルの省重希土類技術、重希土類フリー技術 

技術系統 
適用する 

省重希土類技術、 
重希土類フリー技術 

材質名 

重希土類 
使用量 
イメージ 
（対比） 

磁気特性 
残留磁束密度（Br） 

保磁力（HcJ） 
備 考 

磁石基本組成

の一部を重希

土類に置換 
なし NMX-S41EH 10＊ Br=1.28T 

HcJ≧1989kA/m 

重希土類技術、省重希土類フリー技術を適

用しない比較対象品の代表例として記載 

省重希土類 
技術 

従来拡散技術 NMX-U48SH 1 Br=1.40T 
HcJ≧1830kA/m 

従来拡散技術を適用した代表例として記載 

M 拡散 TM NMX-G1NH 約 1/5 Br=1.42T 
HcJ≧1830kA/m 

従来の拡散技術に対して、さらに省重希土

類な当社独自の拡散技術 

2019年から量産中 

M 拡散を改良 NMX-H1EH 約 1/5 Br=1.45T 
HcJ≧1989kA/m 

試作サンプル提供可能 

重希土類 
フリー技術 

独自の製法による

不純物コントロール

と組成・プロセスの

最適化 

NMX-S49F 0 Br=1.39T 
HcJ≧1273kA/m 

第一世代 

NMX-S49FH 0 Br=1.39T 
HcJ≧1512kA/m 

第二世代 

NMX-F1SH-HF 0 Br=1.40T 
HcJ≧1671kA/m 

第三世代 

今回開発、発表 

試作サンプル提供可能 

NMX-G1NH-HF 0 Br=1.42T 
HcJ≧1830kA/m 

第四世代 

今回開発、発表。研究所設備にて達成 

2026年4月より試作サンプル提供予定 

*Tb 換算値 
 

NEOMAX、NMF、NMX、M 拡散は、株式会社プロテリアルの登録商標または商標です。 
  

http://www.proterial.com/
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■プロテリアル（PROTERIAL）について 
  
 
 
 

 
プロテリアル（PROTERIAL）は、当社の企業理念を構成する Mission「質の量産」、Vision「持続可能な社会を支

える高機能材料会社」、Values「至誠」「龢則彊(和すれば強し)」のエッセンスを反映しており、“PRO”＋
“MATERIAL”から作られています。PRO が表すのは Professional（専門的な）、Progressive（革新的な）、

Proactive（主体的な）の 3 つの言葉で、それぞれに「期待を超える仕事」「挑戦し続ける意志」「主体的な姿勢」と

いう意味を込めています。MATERIAL はこれら 3 つの PRO に支えられた独創的な技術から生み出される、高

機能材料を意味します。 
当社グループはその製品と想いに根ざしたサービスを通じてお客さまの課題を解決し、世界の人々に新たな

価値を提供して、持続可能な社会の実現に貢献し続けてまいります。 
 
■株式会社プロテリアル 会社概要 

 設  立：1956 年 4 月 
 本  社：〒135-0061 東京都江東区豊洲五丁目 6 番 36 号 豊洲プライムスクエア 
 資 本 金：310 百万円（2025 年 3 月 31 日現在） 
 代 表 者：代表取締役 会長 兼 社長 CEO（最高経営責任者） 
      Sean M. Stack（ショーン・スタック） 
 売上収益：7,686 億円（2025 年 3 月期） 
 沿  革：1910 年 戸畑鋳物株式会社として創業 
      1937 年 株式会社日立製作所と合併 
      1956 年 日立金属工業株式会社として分立 
      2023 年 商号を日立金属株式会社から株式会社プロテリアルに変更 

 
プロテリアルは、国連グローバル・コンパクトに参加しており、責任あるビジネスに対する原則に基づくアプローチを遵守しています。 

     プロテリアルは、2025年 1月に EcoVadis サステナビリティ評価において「シルバー」評価を獲得しました。 

 

 
 

http://www.proterial.com/

